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▲仕事の内容は？ 

  高齢者や障害者のホームヘルプサービスや

デイサービス、たすけあい事業として、赤ちゃ

んから高齢者まで様々な利用があります。 
 

▲この仕事を始めたきっかけは？ 

  父の介護を母と一緒にしましたが、そのとき

在宅で介護することの大変さを思い知り、介護

する人の手助けをしたいと思ったのがきっか

けです。 

  また、ボランティアとして視覚障害者の活動

を支援してきたことも障害者のデイサービス

等をするきっかけとなりました。 
 
▲心がけていることは？ 

  利用者とのこころのふれあいを大切にして

います。スタッフ全員で力を合わせて、まごこ

ろの支援に心がけています。 

▲今後の希望は？ 

  現在の「身体障害者一里山デイサービス」

が手狭なため、笠之原町の「宅老所しあわせ

デイサービス」の隣接地に新施設を計画中で

す。そこが完成し、もっと多くの障害者が気

軽につどえる場になればと思っています。 
 

▲他のＮＰＯとの関係については？ 

  福祉関係のいくつかの団体とは交流してい

ますが、今後は他の団体とも、お互いの情報

交換や連携が大事なのではないでしょうか。 

  市役所にもＮＰＯの相談や気楽に立ち寄れ

る場所があればいいなと思います。 

 

 基本目標Ⅳ 「 男女が共に安心して暮らせる環境の整備 」 

 新市まちづくり計画の基本方針の一つに、「市民と行政が協同する市民が主役のまちづくり」

が掲げられています。その中には、ボランティア団体、ＮＰＯ等の設立や市民参加による地域活

動等の支援、充実も盛り込まれています。 

 そこで、今回は、ＮＰＯ法人 隣の会代表として地域福祉で活躍されている齋藤鈴子さんにお

話を伺いました。 

ＮＰＯ法人 隣
りん

の会 代表 
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 ピンクリボンは、乳がんの早期発見・早期治療へ思いを込めた世界共通の乳がん撲滅のシン

ボルマークです。乳がんになって悲しむ人を１人でもなくしたい･･･そんな思いを胸に鹿児島で

もピンクリボン運動が始まっています。 
 
 離島を数多く含む鹿児島県は、マンモグラフィ検診車を全国に先駆けて導入するなど、積極

的に検診への体制を進めてきているものの、検診率は低く、乳がんへの意識がまだまだ定着し

ていないのが現実です。 

 乳がんは、日本人女性の 30 人に１人以上がかかるとい

われ、40～50 代に多く発生し、女性のがん死亡率の 1 位

になっています。近年疾患する方は若い女性にも増えて

います。 

 

 しかし正しい知識を持って検診を行い、早期発見につ

とめれば治る病気でもあるのです。早期に発見されれば

90％が治癒するといわれています。 

 

 乳がんは決して女性だけの問題ではありません。大事

な家族、パートナーと一緒に乳がんから、愛する人を守

っていきましょう。あなたも自分自身のこと、そして家

族、パートナーの問題として考えてみてください。 

 

（厚生労働省 人口動態統計） 

  ■ますます増える 
    乳がんによる死亡数（女性）

乳がん死ゼロ促進啓発講演会 
 
日 時 平成 18 年 10 月 15 日（日）13:30～15:30 

場 所 鹿屋東地区学習センター（鹿屋市新川町） 

｢ 乳がんについて知っていますか 」 
講  演 

 講師：鹿児島大学病院 貴島 祐子先生 

｢ ピンクリボンに込めた体験者の思い ｣ 内 容 
体験発表  発表者：ＮＰＯ法人 ピンクリボンかごしま 

     事務局長 三好 綾さん 

※ 早期発見のために、 
  自己検診や定期検診が必要です。



   壮年期女性のがん死亡原因のトップ 

  今、日本女性の 30 人に１人が乳がんにかかるといわれ、なくなる人は年々増加しています。

ここ 30 年の乳がんの急激な増加は、食生活やライフスタイルの変化がエストロゲン(女性ホルモ

ン)の分泌に影響しているためとみられています。乳がんは女性の壮年層(30～64 歳)のがんの死

亡原因のトップとなっています。 

 
  最もかかりやすいのは 40 代 

  ｢乳がんは私には関係ない｣と思っていませんか？ 

 乳がんにかかる人は 30 代から 40 代にかけて急増します。ピークは 40 代後半。閉経後は大丈夫、

家族や親戚に乳がんがいない、出産・授乳経験があるから大丈夫、ということもいえません。 

 
  早期なら約 90％が治癒します 

  残念ながら、現在乳がんの予防法はありません。しかし早期発見であれば 90％の人が治癒しま

す。決して怖い病気ではありません。早期発見のために、セルフチェックや検診が大切なのです。

 
  早期発見のために 

  月１回、乳房にふれたり観察して変化がないかセルフチェックしましょう。そして忙しくても

定期検診を受けることが大切です。マンモグラフィなど画像診断は早期発見に有効です。 

 

  男女共同参画推進懇話会とは･･･ 
 

   市民一人ひとりが、性別にとらわれることなく、個

性豊かに充実した人生を送れる男女共同参画社会を

実現するために、市では男女共同参画に関する様々な

施策を実施しておりますが、施策を推進するにあたり

市民の皆様の意見等を伺う場が懇話会です。 

 

メンバーは･･･ 
 

   学識経験者、行政機関の関係者、各種団体の代表者、

一般公募の市民等で構成する 20 名です。 

 

･ 吉 野 千代子 (会長)  ･ 神 田 康 幸 (副会長) 

･ 萩   裕美子 ･ 北 山 孝 子 ･ 有 村 耕 造 

･ 若 松 順 一 ･ 橋 口 且 枝 ･ 上 船 夕 子 

･ 中 村 明 美 ･ 米 永 奈緒子 ･ 堀之内 節 子 

･ 大久保 麗 子 ･ 本 村 ヤス子 ･ 畠 野 勝 昭 

･ 小 島 奈穂子 ･ 松 山 みち子 ･ 水 村 比呂美 

･ 有 田 通 顕 ･ 井手山 淳 子 ･ 竹之内   勲 

 平成 18 年７月５日 新市に

なってから初の懇話会を開催

しました。全委員に抱負を述べ

ていただきましたが、大変活発

な意見が出されました。 



 
 

《 問い合わせ先 》 

 〒893－8501 鹿屋市共栄町 20 番 1 号 

  TEL：（0994）３1－1147 

  市民活動推進課（男女共同参画推進室） 

 〈メールアドレス〉 

  danjyo@e-kanoya.net 

 

 
 

・講演 ｢笑って･感じて･気付いて･変わる｣ 

・落語 ｢目覚めのススメ」 
 

 国の定める｢男女共同参画週間｣(６月 23

日～29 日)に合わせ、去る６月 25 日（日）、

落語家の桂文也氏を講師に迎え、鹿屋市男女

共同参画公開講座を開催しました。 
 ｢桂文也のジェンダー・ブレーク」と題し、

講演会と落語の２部構成で、日常生活の中に

あるジェンダー(社会的性差)について、身近

な話題を取り上げ、差別に気づき変わること

の大切さをわかりやすく話されました。ユー

モアたっぷりの話に会場は終始笑いが絶え

ませんでした。 

 

 

 推進室では、男女共同参画社会を実現に向け、

これからの社会を担う子ども達の教育に役立て 

ていただくために、教職員を対象に男女共同参 

画推進研修会を実施しています。 

 平成 18 年度実施校は、次のとおりです。 
 

 ・下名小学校 (実施済) ・花岡中学校 (実施済) 

 ・大黒小学校 (実施済) ・野里小学校(10 月予定) 

 ・田崎小学校 (11 月予定) ・平南小学校(11 月予定)

 ・神野小学校 (11 月予定) 

Report 

鹿屋市男女共同参画公開講座 

男女共同参画推進研修会 予定 

Information 

 

 講 師:芹 川 藍 氏（劇団青い鳥主宰）
（本名：橋野 美千代） 

 演 題:『 のびやかに暮らすために 』 
～ 芹川 藍の自己発見講座 ～ 

 

            【 プロフィール 】 
 

        ･1950年 鹿児島県鹿屋市生まれ

        ･1950 年 寿小学校･鹿屋中学校 

        ･1950 年 鹿屋高校 卒業 

        ･1973年 東京演劇アンサンブル

        ･1973 年 養成所 入所 

        ･1974 年 劇団青い鳥創立 

 

  1992 年より独自のスタイル｢芹川メソッド｣に 

 よるアクティブセラピー｢自己発見表現講座｣｢芹 

 川Ａ・ＳＯ・ＢＯ塾｣の講師として東京・神奈川・

 大阪・新潟・沖縄など全国各地で活躍する他、愛

 知淑徳大学非常勤講師、東京ドラマスクール講師

 (和田勉主宰）、2001 年より私立百合学院(兵庫県)

 の創造表現プログラム講師、2004 年より新潟青陵

 短期大学非常勤講師を務める。 
 
  自己発見講座とは･･･ 

 知らず知らずのうちにさまざまな思い込みにと

 らわれている自分を、身体を動かし声を出し話

 をすることで心と身体を開放してのびのびとし

 た感性を取り戻すワークショップです。 

 

 ○と き 平成 18 年 10 月 29 日(日） 

     13：10 ～ 16：30 
 

      ･基調講演 ｢のびやかに暮らすために｣

     ・自己発見講座 13：15 ～ 14：30 

      ･自己発見講座 14：40 ～ 15：40 

      ･質疑応答     15：50 ～ 16：30 
 

 ○ところ 鹿屋市役所７階大会議室 
 

 ○申込方法 電話で申込ください   

 ○託児をいたします(満２歳から６歳） 

入場料

 かのや 

男女共同参画社会づくりフォーラム 


